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In this paper， we propose a framework of text generation part in our narrative generation system， and implement a 
prototyping system processing “aspectuality” based on this framework．  The text generation framework has “narrator-
narratee parameters” and “linguistic parameters”． A set of narrative conceptual representations as an input into the system 
and the narrator-narratee parameters decide a set of linguistic parameters， and the linguistic parameters generate concrete 
text． Along with the flow， the experimental system translate each verb concept in input data (conceptual representation) to 
appropriate linguistic representation with aspectuality． We show some generation examples， and evaluate the result from 
some viewpoints． Although aspectuality in this paper is micro level’s processing in text generation task， it is necessary to 
expand the processing to more macro levels; a sentence and sentences．   

 

1. 研究の背景と目的 
我々が構想している物語生成システムでは，物語の生成機

構 を 物 語 内 容 （ story ） ， 物 語 言 説 （ discourse ） ， 物 語 表 現

（representation）の 3 つに分ける（[小方 1996]，[小方 2003ab]）． 
このうち物語内容とは，「何を語っているか」を意味し，登場人

物・舞台等の設定，物語中で起こった出来事とその構成，主題

などで構成される．また物語言説とは，「如何に語るか」であり，

物語内容に視点・時間順序・距離・速度等の修辞的技法，叙法

の技法が加えられたものをいう．物語内容や物語言説が物語の

意味的な構成要素であるのに対して，物語表現とは言語・映像

などの，表層的な媒体における表現そのものである． 
これまで，物語内容や物語言説を中心に研究を進めて来た

が，今後は表現，特に言語表現についての研究も併せて進め

て行く必要がある．言語表現については自然言語生成研究の

蓄積がありその成果を取り入れることは重要であるが，本稿では，

物語生成システムにおける言語表現の概念的な枠組みについ

て主に検討する． 
本研究では，物語の生成過程のうち，物語内容・言説の生成

が行われ，物語言説が概念表現で表現されている状態を想定

し，概念表現を文章表現に変換する文章表現生成システムの

実装を目指している（図 1）． 
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本研究で扱う範囲  
図 1 物語生成システムにおける文章表現生成システムの 

位置付け 
文章表現生成システムで扱う概念表現は，行為を中心に，行

為者，被行為者，行為対象などからなる深層格フレームで記述

される．この概念表現を言語表現に変換するとき，目標や戦略

などの違いに応じて，同一の概念表現から，複数の異なる言語

表現が生成されることが考えられる．物語生成において，この目

標や戦略の源泉は語り手及び聴き手に主に由来すると考え，

入力として概念表現とともに，語り手と聴き手に由来する情報を

用いる枠組みを構想する（図 2）．この語り手・聴き手に由来する

情報を語り手-聴き手パラメータと呼ぶ．語り手-聴き手パラメータ

には，強調したい要素，婉曲的に語りたい要素，人称，出来事

に対する時間的・空間的な注視点，語り手や聴き手の時間的な

位置，語り手の語彙・文法知識の範囲などが含まれ，この情報

に基づいて言語パラメータが決定される．言語パラメータとは概

念表現に対して言語表現の形式を選択，決定する情報である．

今回この構想を具体的に確認することを目的として，文章にお

けるアスペクチュアリティを表す接尾辞を自動的に選択する試

作を開発した． 
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図 2 言語表現生成システムの構想 

2 節では，文章表現生成システムの構想について，詳細を説

明する．3 節では，試作システムで扱う語彙範疇と処理の流れと

実行例について，4 節では各機能の詳細とシステムの評価まで

を説明する．5 節で以上の議論を整理し，課題と展望について

述べる． 

2. 文章表現生成システムの構想 

2.1 処理の流れ 
文章表現生成システムの処理の流れは大きく次のふたつの

部分からなる． 
1. 概念表現と語り手-聴き手パラメータの組み合わせから，

言語パラメータを決定 
2. 概念表現と言語パラメータの組み合わせから，文章表現

を生成 
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2.2 言語パラメータと言語表現 
言語パラメータを文章，文，語彙の 3 つのレベルに分類する． 
文章レベルの言語パラメータは，接続詞・接続助詞による接

続表現や，既出表現の省略・代名詞化など，複文間にまたがる

関係の表現を限定する．文レベルのそれは，文の形態を決定

するもので，語順や表層格などの情報に関連する．語彙レベル

の言語パラメータは，格要素に対応する内容語や，付随する機

能語を決定する． 

2.3 語り手-聴き手パラメータと言語パラメータ/言語表現 
図 3 に，語り手-聴き手パラメータによって言語パラメータが決

定され，言語表現が生成される過程を，文章，文，語彙の各レ

ベルごとに例示する． 
文章レベルの例では，概念表現として事象 A，B が表され，

AB 間に因果関係があるとき，語り手の注目事象が原因と結果

のどちらであるかによって，言語パラメータが変化し，文どうしを

結合する接続表現が限定される． 
文レベルでは，概念表現として，行為者（agent），被行為者

（counter-agent）を持つ行為が表されているとき，語り手の注目

人物が行為者，被行為者のどちらであるかによって，言語パラメ

ータが変化し，構文が限定される． 
語彙レベルの例では，概念表現として行為者（agent）を持つ

行為が表されているとき，語り手の行為者への態度によって，言

語パラメータが変化し，それに応じて内容語の語彙が変化する． 
また，語り手が，実行されている行為のどの時点に注目して

いるかによって，語彙レベルの言語パラメータが変わり，機能語

の語彙が変化する．次節から説明する試作が対象としているの

はこの部分であり，機能語の中でも特に，アスペクチュアリティを

表す接尾辞の処理を行う． 
文章レベル

概念表現
A B

語り手-聴き手パラメータ

語り手の注目事象：結果

語り手

因果関係

B というのも
A からだ

結果の前述

概念表現
A B

語り手-聴き手パラメータ

語り手の注目事象：原因・理由

語り手

因果関係

A だから
B のだ

原因・理由の前述

事象A，Bの内容
AB間の関係

事象A，Bの内容
AB間の関係

概念表現

agent, counter-agent
を持つaction

語り手-聴き手パラメータ

語り手の注目人物：行為者
語り手

agent は
counter-agent
を
action -る

能動

action
agent

counter-agent

概念表現

語り手-聴き手パラメータ

語り手の注目人物：被行為者
語り手

action

agent

counter-agent
agent, counter-agent
を持つaction

counter-agent 
は
agent に
action -られる

受動

文レベル

 

 

食べている
食べてくる
食べていく
食べつつある
食べていたところだ
食べつづける

概念表現

agentを持つ
(action 食べる)

語り手-聴き手パラメータ

語り手のagentへの態度：尊敬

召し上がる

尊敬
食べる

agent 

語り手

(action 食べる)

語り手の注目時点：動作継続

概念表現

語り手-聴き手パラメータ

継続

食べる

語り手

今回試作した機能 接尾辞におけるアスペクチュアリティ

語彙レベル

 
図 3 語り手-聴き手パラメータと言語パラメータ/言語表現 

3. 試作システムの概要 

3.1 アスペクチュアリティと接尾辞 
アスペクチュアリティとは，動態的出来事の時間的展開の様

態を表し分ける機能・意味的カテゴリー [工藤 1995]であり，文

章内の出来事の時間的な展開を表現するものを総称する．また

接尾辞とは接辞の一種で，語の後ろに付いて派生語を作り，品

詞を変えたり，意味を補う形態素である．語彙生成に関連する

言語パラメータとして，動詞の接尾辞変換によって意味を補う文

法形式は複数存在するが，今回の試作システムでは，アスペク

チュアリティに分類される表現のうち，接尾辞に該当するものと

して，「スル-シテイル」の形態論的対立である，アスペクト，準ア

スペクト（シテアル，シテオク，シテイク，シテクル，シテシマウ），

組立形式（シヨウトスル，シツツアル，スルトコロダ，シタコトガア

ル），派生動詞（シハジメル，シツヅケル，シオワル，シカケル，

シトオス，シツクス，シキル，シヌク）を扱う． 

3.2 処理の流れ 
試作システムでは，入力に概念表現（行為の部分に着目），

語り手-聴き手パラメータとして「語り手の時点」，「出来事の時

点」，「語り手の注目時点」，「行為者の意志への注目」，「行為

者の時点への注目」を指定し，動詞に接尾辞が付随した表現が

出力される．ここで，語り手の時点とは語り手が物語を語ってい

る時間的位置・時刻（ジュネットの言う語り手の時間的水準）であ

り，出来事の時点とは行為者（agent）の行為が発生した時刻で

ある．また，語り手の注目時点とは，語り手が，行為者（agent）の

行為が始まる前から終わった後までの時間帯の中の，どの時点

に注目しているかを表す．行為者の意志への注目は，語り手が

行為者（agent）の意志に注目しているか否かを表す（行為者が

当該行為を意思的・意図的におこなっているかどうかであり，語

り手のレベルとの関係が現段階では曖昧である）．行為者の時

点への注目とは，語り手が行為者の主観を借りて行為が実行さ

れる際の時間的側面を捉えているか否かを表す（語り手が行為

者の内部に入り込むか否かという問題である）．図 4 に処理の

流れを示す． 

言語表現生成
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)
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図 4 試作システムの処理の流れ 

処理の流れを整理すると，次のようになる． 
1 言語パラメータ決定 

1.1 言語パラメータの決定：語り手-聴き手パラメータか

ら言語パラメータを決定 
1.2 制約条件の確認：言語パラメータと行為の組み合

わせに応じて処理実行の可否を決定 
2 言語表現生成 

2.1 接尾辞の決定：言語パラメータから接尾辞を決定 
2.2 接尾辞の変換：行為を接尾辞が付随した形式に

変換 

4. 試作システムの詳細 
上記の処理の流れに沿って，詳しい説明を行う． 

4.1 言語パラメータの決定 
言語パラメータの決定では，語り手の時点と出来事の時点の

ふたつの語り手-聴き手パラメータから，時制のパラメータが決

定され，語り手の注目時点，行為者の意思への注目，行為者の

時点への注目の 3 つの語り手-聴き手パラメータから，出来事の

時間展開の言語パラメータが決定される． 
語り手の時点，出来事の時点（時刻を数値で表現）において

は，語り手の時点=出来事の時点のときに動詞の現在形，語り

手の時点>出来事の時点のとき同じく過去形が選択される． 
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語り手の注目時点は，動作継続，動作完了，動作開始前-直
前，動作開始時，動作最中，動作終了時-直前，動作終了時，

動作終了後-直後，動作終了後，完了-動作終了後，状態継続

のいずれかの値をとる．また，行為者の意志への注目，行為者

の時点への注目については，注目の有無を注目有り：T/注目無

し：F で指定する．図 5 に，出来事の時間展開の決定ルールを

示す． 
計 15 個のルールのうち，11 個は語り手の注目時点を条件と

して言語パラメータを決定する．残り 4 個は語り手の注目時点

に加えて，行為者の意志への注目，行為者の時点への注目の

いずれかを条件とする．語り手-聴き手パラメータに対して複数

の条件が該当する場合には，複数の条件が関わる言語パラメ

ータを優先的に選択する． 
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図 5 言語パラメータ決定ルール（出来事の時間展開） 

一例を示すと，「語り手の注目時点」が「動作実行時」で，「語

り手の時点への注目」が「T」の場合，言語パラメータ「途中」が

選択され，「F」の場合は「動作実行時」が選択され，その結果言

語表現「R-かける」が選択される（図 5 の破線部）． 

4.2 制約条件の確認 
動詞には，動作主の動作を表すもの，変化を表すものなどの

種類があり，特定の言語パラメータとの組み合わせが成立しな

いものがある．例えば，動詞「あく」と「貫徹」の組み合わせから

生成される表現「あきぬく」「あきとおす」である．このような組み

合わせを除外するため，特定の動詞と言語パラメータの組み合

わせのときに，以降の処理を続行せずに終了する．処理の手順

は以下の通りである． 
1. 動詞 DB を参照し，動詞の分類を照会． 
2. 動詞の分類と言語パラメータの組み合わせが制約条件に

反する場合，以降の処理を実行しない． 
動詞 DB では，動詞を主体動作，意思的，無意思的，状態の

4 つに分類，登録してあり，それぞれの分類について言語パラメ

ータとの組み合わせごとに制約条件が定義されている． 
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図 6 制約条件の適用例 

図 6 に動詞が「あく」，言語パラメータが「継続」及び「貫徹」の

場合を例示する．動詞「あける」は動詞 DB において「無意思

的」に分類されている．このとき，制約条件では動詞の分類： 
「無意思的」と，言語パラメータ：「貫徹」の組み合わせが禁止さ

れているため，以降の処理が実行されない． 

4.3 接尾辞の決定 
時制と出来事の時間展開のふたつの言語パラメータに基づ

き，対応する接尾辞を限定する．言語パラメータと言語表現の

対応付けにあたっては日本語文型辞書[砂川 1998]を参考にし

た． 
図 7 に時制のパラメータが「過去」，出来事の時間展開が「完

了」の場合を例示する．このとき，指定された言語パラメータに

対応する言語表現は「V-ていた，V-てしまった，R-きった」にな

る．試作システムでは言語パラメータに対応する言語表現が複

数ある場合どれかひとつをランダムに選択する．ただし，本来は

語り手の好みや聴き手への配慮など，なんらかの語り手-聴き手

パラメータが関与していると考えられる． 
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図 7 接尾辞決定の例 

4.4 接尾辞の変換 
この段階では，入力として与えられた動詞と接尾辞の組み合

わせを，動詞に接尾辞が付随した表現に変換する．動詞には

「活用語幹」と「変形語幹」が存在する[益岡 1992]．動詞の変形

語幹と活用語幹を判別し，活用変換ルールに則った動詞の変

換を行う．活用語幹とは動詞を活用変化させる際に変化しない

部分であり，変形語幹とは活用語幹の末尾に現れる文字である．

変形語幹には，s，k，g，m，n，b，t，r，w で終わる 9 種類の子音

動詞と，e，i で終わる二種類の母音動詞の，11 種類の動詞があ

る．活用語幹・変形語幹は動詞末尾の二文字から判別可能で

あり，この語幹情報によって活用変換が分岐する． 
活用変換ルールでは，活用語幹と接尾辞を連結して，動詞

に接尾辞が付随した表現を生成する．接尾辞は，繋ぎ文字と接

尾辞の不変化部分で構成されている．このとき，接尾辞のパタ

ーンと変形語幹によって繋ぎ文字が決定し，繋ぎ文字の後に接

尾辞の不変化部分が接続する．図 8 に接尾辞・語幹の組み合

わせに対応する繋ぎ文字と接尾辞の不変化部分を示す． 

接尾辞のパターン 変形語幹 繋ぎ文字

アスペクト・準アスペクト ｇ，ｍ，ｎ，ｂ で

上記以外 て

派生動詞・～しつつある 母音 無し

子音 子音のイ行

～しようとする 母音 よ

子音 子音のオ行

～するところだ・～することがある 関係無し 無し（動詞の基本系）

接尾辞のパターン 変形語幹 繋ぎ文字

アスペクト・準アスペクト ｇ，ｍ，ｎ，ｂ で

上記以外 て

派生動詞・～しつつある 母音 無し

子音 子音のイ行

～しようとする 母音 よ

子音 子音のオ行

～するところだ・～することがある 関係無し 無し（動詞の基本系）

接尾辞 不変化部分

～している いる

～してある ある

～しておく おく

～してくる くる

～していく いく

～してしまう しまう

～しようとする うとする

～するところだ ところだ

～することがある ことがある

接尾辞 不変化部分

～している いる

～してある ある

～しておく おく

～してくる くる

～していく いく

～してしまう しまう

～しようとする うとする

～するところだ ところだ

～することがある ことがある

接尾辞 不変化部分

～しつつある つつある

～し始める 始める

～し続ける 続ける

～し終わる 終わる

～しかける かける

～し出す 出す

～し抜く 抜く

～し通す 通す

～し尽くす 尽くす

～し切る 切る

接尾辞 不変化部分

～しつつある つつある

～し始める 始める

～し続ける 続ける

～し終わる 終わる

～しかける かける

～し出す 出す

～し抜く 抜く

～し通す 通す

～し尽くす 尽くす

～し切る 切る

活用語幹 ＋ 接尾辞 → 変換後の動詞

繋ぎ文字 接尾辞の不変化部分＋

 
図 8 活用変換ルール 

接尾辞の変換機能は，動詞を入力し，接尾辞を指定すること

で動詞を変換するシステムとして単独で実行することもできる．

接尾辞変換機能の実行例を図 9 に示す． 
なお，現在，対応する語り手-聴き手パラメータを設定してい

ないため試作システム全体の生成結果には反映されないが，接

尾辞の変換処理を多重に適用することによって複雑な文章表
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現の生成が可能になり，詳細な時間展開の表現や読み手にあ

えて理解しづらい文章表現を使用することもできる．語り手-聴き

手パラメータを使用しない処理としてこれを実現することは可能

である． 

入力：彼はおにぎりを食べる

食べ

食べようとする

食べようとし始める

食べようとし始めている

食べようとし始めているところだ

アスペクトor準アスペクト

～しようとする

～するところだ
～することがある

派生動詞or～しつつある

ている
てある
ておく
てくる
ていく
てしまう

ようとする

るところだ
ることがある

つつある
始める
続ける
終わる
かける
出す
抜く
通す
尽くす
切る

食べている
食べてある
食べておく
食べてくる
食べていく
食べてしまう

食べようとする

食べるところだ
食べることがある

食べつつある
食べ始める
食べ続ける
食べ終わる
食べかける
食べ出す
食べ抜く
食べ通す
食べ尽くす
食べ切る

多重処理

単一処理

：システムによる変換

+「しようとする」

+「しようとする」+『し始める」

+「しようとする」+『し始める」+「している」

+「しようとする」+『し始める」+「している」+「するところだ」 
図 9 接尾辞変換の実行例 

4.5 システムの実行結果 
例えば入力行為：「食べる」のとき，語り手-聴き手パラメータを

「語り手の時点」：「1000」，「出来事の時点」：「1000」，「語り手の

注目時点」：「動作開始前-直前」，「行為者の意志への注目」：

「F」，「行為者の時点への注目」：「F」に指定すると，出力として，

「食べるところだ」「食べようとする」のいずれかの言語表現が出

力される． 
入力のうち，「語り手の時点」の値を「1030」に変えると，出力

は「食べるところだった」「食べようとした」のいずれかになる．次

に「行為者の時点への注目」を「T」に変えると，出力は「食べよう

とした」になる．さらに「語り手の注目時点」の値を「動作終了後-
直後」に変えると，「食べたところだった」が出力される．図 10 は

以上を図示したものである． 

出来事の時点：10:00

語り手の時点：10:00
語り手の注目時点：動作開始前-直前
行為者の意志への注目：F
行為者の時点への注目：F

出来事の時点：10:00

語り手の時点 ：10:30

出来事の時点：10:00

語り手の時点 ：10:30

「食べるところだ」
or

「食べようとする」

「食べるところだった」
or

「食べようとした」

「食べたところだった」

語り手-聴き手パラメータ 出力

(action 食べる) 入力

語り手の注目時点：動作開始前-直前
行為者の意志への注目：F
行為者の時点への注目：F

語り手の注目時点：動作終了後-直後
行為者の意志への注目：F
行為者の時点への注目：T

出来事の時点：10:00

語り手の時点 ：10:30
「食べようとした」

語り手の注目時点：動作開始前-直前
行為者の意志への注目：F
行為者の時点への注目：T

 
図 10 試作システムの入出力例 

4.6 システムの評価 
次の３種類の方法で試作システム全体を評価した． 

1.  テストサンプル 120 通り（制約条件を網羅する 4 種類の

動詞×言語パラメータ（時制 2 通り×出来事の時間展開

15 通り）を網羅する 30 種類の語り手-聴き手パラメータ）を

用いて，言語パラメータ決定ルールに則った出力かどうか

を評価． 
2.  テストサンプル 600 通り（（制約条件を網羅する 4 種類の

動詞＋活用語幹を網羅する 16 種類の動詞）×言語パラ

メータ（時制 2 通り×出来事の時間展開 15 通り）を網羅す

る 30 種類の語り手-聴き手パラメータ）を用いて，文法的

に正しい出力が得られたかどうかを評価． 
3. 上と同じテストサンプル 600 通りを用いて，言語的に正し

い出力が得られたかどうかを評価． 
評価 1 では，120 通り全てが言語パラメータに則った出力結

果であることを確認した． 
評価 2 では 600 通りのうち，552 通りの正答が得られた．誤り

の中には，例えば，動詞「そんざいする」に対して，「そんざいし

ていた」と変換すべきところを，「そんざいすっていた」と変換し

た出力結果であった．これは，今回はサ行変格活用など，活用

変換ルールに登録されている活用パターンに漏れがあったた

めである． 

評価 3 では，600 通りのうち，522 通りの正答が得られた．この

とき誤答と見做したのは，評価２における文法的な間違いに加

えて，動詞「おきる」に対する「おき抜く」のように，評価 2 では誤

答としなかったものの，違和感のある出力結果である．この問題

はシステム的には動詞-接尾辞の組み合わせごとに制約ルール

を設定することで解決できるが，そのために可能な組み合わせ

を実際の物語から抽出，検証する必要がある． 

5. まとめ 
本研究では，文章表現生成システムの枠組みを提案した．こ

のシステムは，概念表現に対して，語り手-聴き手パラメータによ

って言語パラメータを決定し，言語パラメータに基づき，言語表

現を生成するものである． 
またこの枠組みに基づく試作として，行為内容を表す概念表

現に対して，語り手-聴き手パラメータによって時制，アスペクチ

ュアリティの言語パラメータを決定し，言語パラメータに基づき，

動詞に接尾辞が付随する形式の言語表現を生成するシステム

を示した．現在の方法では，言語パラメータを決定するために，

語り手-聴き手パラメータに非常に抽象度の低い情報を付与し

なければならなくなる可能性が高いという問題があり，引き続き

考察が必要である． 
自然言語生成システムの基本的な設計では，システムは文

章の内容と構造を決定する文章プランナ，これによって選ばれ

た内容と構造をどの単語・統語構造を用いて伝えるのかを決定

するマイクロプランナ，これによる抽象表現を実際のテクストに

写像する表層生成器の 3 つのモジュールから成る[Reiter 2000]． 
物語生成システムにおける物語内容・物語言説の生成は文

章プランナに対応するが，その処理の内容は物語特有のもの

であり大きく異なる．また文章表現生成はマイクロプランナと表

層生成器に対応するが，語り手の状況と具体的な言語表現とを

関連付ける処理は本研究に特有のものである． 
本研究の課題として，枠組みの一般化があげられる．今回は

特定の語彙範疇に対象を絞ったが，今後は概念表現で表され

る文，文章全体を言語表現に変換する試作システムの実装を

目指している．その際，概念表現から基本形の単文・文章を生

成する試作システムを実装した上で，語り手-聴き手のパラメー

タに基づき，単文・文章のバリエーションを生成する枠組みを考

えている． 
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